
令和４年度全国高等学校定時制通信制体育大会 

 

7 月下旬から８月下旬にかけて開催された全国高等学校定時制通信制体育大会に本校生徒が出場

しました。本大会は、県予選を勝ち抜いた定時・通信制高校生徒の全国大会であり、いわば    

「もう一つのインターハイ」。本校生徒もこれまで本大会に向けて部活動の練習に励んできました。 

 

【男子バレーボール部 3位入賞】 
バレーボール競技は８月２日から神奈川県ひらつかサン・ライフアリーナにて開催されました。本

校初戦は相模向陽館高校（神奈川）。全国の雰囲気や慣れない大きな体育館での試合でペースを崩

し敗れるも、メンバー同士声を掛け合い、気持ちを高めあって、敗者復活戦から怒涛の追い上げを

みせます！普段の調子を戻した本校チームは敗者復活戦の博多青松高校（福岡）に快勝。決勝トー

ナメントへの出場を決めました。 

２日目の決勝トーナメント初戦は鳥取緑風高校（鳥取）に危なげなく勝利。３日目の決勝トーナ

メント２戦目は六本木高校（東京）との試合で、1 セット目取られるものの、２・３セット目で取

り返して勝利。粘り強く戦いました！準々決勝は名古屋中央高校（愛知）にストレート勝ちでベス

ト４進出！ 

最終日は上位進出常連校の天理高校（奈良）。本校はここで敗れますが、得点を重ね、本大会の

優勝校相手に大健闘。また、優秀選手賞に薮下直大君（午前コース）が選ばれました！普段の練習で

培った技術、そして気力、体力すべてを振り絞った大会となりました。 

本校バレーボール部は昼と夕方に練習時間が設けられており、毎日楽しく練習しています。今大

会の出場メンバーの中には高校でバレーボールを始めた選手もいて、初心者でも始めやすい環境と

なっています！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

【バドミントン・剣道も活躍】 

その他、バドミントン男子個人で 2 年生の大浦君、剣道男子個人で 4 年生の坂東君が出場。バドミ

ントン競技は小田原アリーナ、剣道競技は日本武道館にて開催されました。バドミントン競技で出

場した大浦君は初めての大舞台で緊張したようですが、実力のある相手を前にしても諦めず、粘り

強いプレーをみせました。剣道競技の坂東君は上位入賞には及ばなかったものの、最高峰の会場で

試合ができたことは貴重な経験となったようです。 

そして、今回は全国出場を逃しましたが、本校には日々積極的に課外活動に取り組み、技術を高

めている生徒がまだまだ沢山います。今回のバレーボール部の活躍に続いて、これからも多くの生

徒が芸術・スポーツなど様々な分野で能力を発揮してくれるでしょう。 


